
プログラム PGraph.exeを実行すると図１のフォームが表示される。 

 

図１ プログラム実行開始時のフォーム 
 
図１のフォーム上の「Draw」ボタンをクリックすると図２の画面になる。 

 
図２ ｔ分布と正規分布 
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のグラフが描かれている。 
 図２の場合、ｔ分布の自由度は 5=d であるが、自由度の値（正の整数値）は自由に設定

することができる。設定した自由度に対するグラフは「Draw」ボタンのクリックにより描
くことができる（図３）。 

 

図３ 自由度１に対するｔ分布のグラフ 
 
 
 
 
 
 

自由度を

１に設定 「Draw」ボタンのクリックで
設定された自由度dfに対応す
るグラフが描かれる 


